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SIC に入居されている企業様をご紹介します。その225

令 和７年（２０２５年 ）５月１日（木） Sagamihara Incubat ion Center  さがみはら産業創造センター   編集・発行

量子コンピュータ等、多岐にわたるソフトウェア関連の知的財産関連の業

務に携わってきましたが、「そろそろ、地元への恩返しを果たす頃になった

のではないか」との思いが強まり、2025年3月に青空特許事務所を開設。

空を縦横無尽に駆け巡るような自由な発想からなる研究開発をサポート

すべく、事務所名にもその思いを込めました。

　茨城県出身、相模原市在住の佐藤さん。高校生の頃、ふとしたことから

空を飛ぶことへの興味が湧き、大学時代はハンググライダー部に所属し

て、天気や風の状況を見ては、フライトエリアに駆けつけていたとのこと。

上昇気流をつかんで自在に空を飛べることがその醍醐味で、気象条件が

良ければ3000m以上まで上昇するそうです。今でも年に数回、山梨県の

ホームエリアに出かけていて、そろそろハイシーズンを迎えるので、空を

見上げるとそわそわしてしまう今日この頃とのこと。週3回はランニングを

して、マラソン大会にも出場しています。特にフォームに気を付けていて、

館内で歩く時の姿勢の美しさが印象的な佐藤さんです。

【技術者から弁理士へ】
　大学は理工学部物理学科に進学、卒業後は外資系のコンピュータ企業

で技術者として業務に従事しました。当時、大企業や大学、研究機関向け

のコンピュータはメインフレームと呼ばれる大型のコンピュータからミニ

コンにシフトしている頃で、佐藤さんは品質管理業務に携わり、ハード

ウェアとソフトウェア両方にまたがる知識と経験を得ました。5年ほど勤

め、特許事務所に転職。数値制御装置やロボット、事務機器、各種ソフト

ウェアに関する発明の特許権取得業務に従事しました。さらに5年ほど経

ち、ビデオゲーム市場が最盛期の頃、大手ゲーム制作会社に勤務し、特許

部に配属されました。特許権利に関する競争が熾烈なゲーム業界で、発明

発掘や権利化のサポート業務を行いました。その後、元の特許事務所に戻

り、大手IT企業を対象としてクラウドシステムやAIに関する特許取得業務に

従事しながら、2009年には弁理士登録を果たしました。登録後も生成AI、
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青空特許事務所

青空特許事務所
所長弁理士　佐藤 清（さとう きよし）

【Desk10会員プロフィール】

テクノロジーを熱く語り合える弁理士として !!

【青空特許事務所の支援業務】
　大企業をクライアントとして従事してきた経験を活かし、知的財産権

と言われる特許・実用新案・意匠・商標の出願代理から権利化までのサ

ポート及び、知的財産権に関するコンサルティングを行います。専門分野

はIT全般で、通信、情報処理、AV機器、OA機器などの開発に関連する発

明に対応します。事前の権利侵害調査も大切で、その後の事業戦略やリ

スクマネジメントにも活かされます。様々な要望を受け止め、さらなる可

能性を見出すことができるよう、依頼者に寄り添った仕事を心掛けてい

ます。

 【これからの目標】
　ロボットのまちとして注目されているこの相模原で、新しい発明やビジ

ネスについて、多くの方 と々語り合えることを楽しみにしています。すぐに

のめり込んでしまうことを自負していますが、弁理士としての仕事は冷静

に対応することを第一としています。特にアイデアと熱量に溢れているス

タートアップ企業からの依頼には、その目的や論点を丁寧に整理し、か

つ、スピード感のある対応が必要となります。個々の思いをそれぞれに分

かち合いながら、自分自身も常に挑戦する姿勢を忘れず、相模原発のテ

クノロジーとイノベーションの創出に貢献していきます。

山梨県の杓子山周辺でハンググライダーでの飛行を楽しむ様子



最新の情報はHPをご確認ください。

2
1

インタビューした佐藤さんは、特許出願前にアイデアを絞るため、先行技術の幅広い調査を勧めています。特許要件（産業
上の利用可能性、新規性、進歩性、先願、公序良俗）を考慮し、特許取得しやすい技術を見極めることが重要とのこと。特
許戦略はハンググライダーのように、どこで風を掴むかによって結果が変わると感じました。（佐藤）

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

メディアに紹介された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

またメディアに掲載された場合、スタッフに教えていただけると幸いです。

4月の 新 聞 掲 載 記 事 紹 介（ 4月24日時点 ）

３月２７日 株式会社PXP　タウンニュース
―太陽電池の実証実験へ協定―

４月１０日 　株式会社PXP　相模経済新聞
―脱炭素実現へ連携協定―

４月１１日 株式会社Vanwaves　神奈川新聞
―ビジネスウエーブ　サウナを身近に、サステナブルに―

４月１１日 髙瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞
―中小経営者から見るフリーランス新法④―

４月号 動物アレルギー検査株式会社　しんきん経営情報
―世界初ペット向けアレルギー検査
　新型コロナ用ワクチンも開発中―

４月８日 カネパッケージ株式会社　日刊工業新聞
―カネパッケージが新工場―

賃料/月額
（共益費・消費税込）空 室 数部　屋

SIC-1
Startup Lab.

〇スモールオフィスB（17.3㎡）
〇スモールドライラボ（17.3㎡）

70,620円
70,620円

 ※お気軽に稲垣・大谷までお問合せくださいSIC空室情報  (令和7年5月1日 現在)

COOLBIZの実施について

施設からのお知らせ

5月1日（木）～10月31日（金）　実施期間実施期間

SICでは下記の期間、COOLBIZを実施します。また、冬期はWARMBIZの
実施を予定しており、SICはスタッフの通年の軽装化を実施します。皆様
のご理解とご協力をお願いします。

相模原市内事業者向け
のお知らせ

　SIC 職場リーダー養成塾は、業種の異なるリーダーとのコミュニケー
ション研修や職場で課題解決を実践し、周囲を巻き込み『組織で成果
を出す』力の養成を目的に開催しています。職場リーダーとしてスキル
アップを目指す皆様の受講をお待ちしています。

相模原市では市内事業者向けに各種補助金等の募集を行っています。
詳細は QR に掲載されているページをご確認ください。

※市ではこの取組をとおして、地域のロボットシステムインテグレータの
競争力強化を推進することとしています。

令和 7 年度トライアル発注認定制度

認定対象者
相模原市内に事業所を有し、かつ市民
税を完納している中小企業者等

認定日から令和 10 年 3 月 31日まで
認定期間

優れた新製品の生産などをする事業者を認定し、その新製品
などの販路開拓を支援する制度

【締切】5 月 16 日（金）

【 開催期間 】 令和7年5月から12月
【 会　　場 】 さがみはら産業創造センター、
 サン・エールさがみはら他

【 対　　象 】 中小・中堅企業の職場リーダー
 及びリーダー候補

【 受  講  料 】 140,800円（税込）
【 担　　当 】 五島（内線：2025）

SIC職場リーダー養成塾
塾 生 募 集！

SICの新しいスタッフをご紹介します！
清水亮祐
はじめまして。これからSIC での業務を通じて
入居企業様・地域社会のみなさまの発展に貢
献できるよう、精一杯頑張ってまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

お申し込みはこちら

対象者
市内に事業所があり、市内で研究開発
をする中小企業者など

令和 7年４月１日（火）から
令和 8 年 3月 13 日（金）まで

補助事業実施期間

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

令和 7 年度相模原市中小企業研究開発補助金
新製品・新技術開発や新分野進出を支援する制度

【締切】5 月 30 日（金）

対象者
市内の事業所において、製造、梱包、
仕分、配送等の工程にロボットを導入し、
当該工程の生産性向上を図る事業者

令和 7年４月１日（火）から
令和 8 年 3月 13 日（金）まで

補助事業実施期間

令和 7 年度相模原市ロボット導入補助金
生産性向上のためにロボットを導入する事業者に対し、導入
経費の一部を補助※

【締切】5 月 30 日（金）


